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　 ヒ ト
’
iマ垂群〔の LH ，FSH 産 生 糸田月包を 自孝索

抗 体法 の 間 接 法 の ．／／rl　it染 色法 を 用 い て 分

離 し た 。抗血清は LH に 対 して は抗 hCG 一β

家兎 抗 血 清 （持 田 製薬） を sw 孟ne 　 FSH

（sFSH ）で 吸 収 した も．の と，Chalbioch−

em 社 の sF
．
SH で 家兎 を 免疫 して 得 た 抗

sFSH 抗 ll［廴済を hCG ，正諭 ブ タ π且清，ヒ ト

畢
・
丸 末 で 吸 収 し た 抗 l！［［淆

・
を 用 い 沽こ 。標識

した hol　seradish 　peruxidaseの 反 応基質は
　 レ
3・3−cliaminobenzidine ，4−Cl− 1　naphtol の

濃戻 を 修 iEして 用 い た ，，こ の 方法 で 7 例

の 成 人 ， 1 例の 胎 児 ド垂 体 の L 艮 FSH

産生細胞を ずべ て分離す る こ と が で き た 。

齢 1腔 生縮胞は卵円形 の もの が 多 く，FSH

産 生細胞 は LH 産櫨：細月包よ り大 きく ， 形 態 は

さまざま で あ っ た 、、両 細胞と も主 部 の 辺 縁

と隆 趣 部に 近 い 所 に 多く堤、られ た 。 コ ン ト

ロ ール 染色は抗hCG 一
β抗 1亀清を hCG で ，抗

srSH 抗 血 清 は hMG で 1吸収 した抗 ユf且清．
で 行

な い ，陽性 反応 は 消失 ま た は 誠弱 し た 。

　 4・− Ci・−l　 naphtol ・一ピ ロ ニ ン 染 色 後 ，再

度 4 −・C⊥
一・1rlaphto ［を 反 応 さ せ ， ピ ン ク と

青 に 染 め 分 け た 切片 を ア ノレ コ
ール 脱色 ，

抗 原 抗 体反 応 を解 離 しtこ 後 ， resOI ℃ ine，
fuchS圭n と azan 染色 （Romels ）を 行 っ た 。

し H離 生細 胞 は ア ニ リ ン 青 を と っ た ∂細

胞 ， FS狂 産 生緇 胞 は 紫 に 染 ま っ た r 細胞

で あ っ た 。

豚下垂体前 葉 の Aユka ：Line 　 ph 。 SPha −

− tas θ （飢 Pae ◎ に 関す る研究 はほ とん

ど行 な わ れ て い な い G 今 回我 々 は光 学顕

微鏡的 、 及 び電子 顕 微鏡 的に 豚 前 葉細 胞

に お・け る ALPaSe の 局 在 性 と 細 胞型 と

の 関係 を 検 討 し た ． ALPase は 光学顕

微鏡 には ク リ オ ス タ ツ F切 片 を 作製 し、

GomOri 法 ，
ア ゾ色素法 、 ク エ ン 酸鉛 法

で
、 電子 顕微 鏡的 に は ク エ ン 酸鉛 法 で 検

出 した D そ して 本酵 素 の 組 織化学 的性 状

を検 討 す る た め に 、 基 質特異性 、 PH 依

存性 、 他 の PhOSPhatas θ と の 比較 、 さ

らに阻害 剤 テ X ト を 行 つ た
。 光学顕微鏡

的 に は 、
ALPase 活性 は ア ゾ色素法で

Zona 　tube ’
｝ra ユi潟に数 多 く分布 す る 細 胞

の 細 胞膜 、
ゴ ル ジ 装置 に 強 い 活性 が認 め

られ た が 、 ク エ ン 酸鉛 法 で は 細胞 膜 で の

み 活 酋 が 認 め ら れ た n 陽性細 胞 は 、

Aldehyd θ
一一Thionin −一一PAp ’

反応 で A1−

deh7dg 　 l盟 ionin 陽性 で 、
コ ロ イ ド鉄

一 PAS 反 応 で は B ］u θ purp ユe に 染 色 さ

れ た 。 こ の 反 応 は 禦 H94 で x 基 質 と し て β

一グ リ セ ロ リ ン 酸 を用 い た 時最 も強 い 活

性 を示 し、
2　mM の シ ス テ イ ン で完全 に阻

害 さ れ 、
25mM の Na ）

＝

で 著 し い 活性低下

を認 め た 。 電子顕微鏡 的に は、
ALP 　as θ

陽性 反応 は 特定 の 細 胞型 の 細胞膜特 に

Out θr司 m θmbran θ に 認 め られ
、

こ の 活

性 の 変化 と他の．紐鞄型との 髑 係 が 検討 さ れ た 。

一 53 ．一．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


